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ま
ち
づ
く
り
の
功
労
者
を
表
彰

　

11
月
３
日
、「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
各
方
面
で
市
の
発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
（
自
治
功
労
3
人
、

社
会
功
労
34
人
と
4
団
体
、
感
謝
状
2
人
と
1
団
体
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
順
不
同
・
敬
称
略
。カ
ッ
コ
内
は
、功
績
の
あ
っ
た
主
な
活
動
分
野
ま
た
は
業
績
で
す
。

　

自
治
行
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
功

績
顕
著
な
人

▽
谷
口　

彰
（
農
業
委
員
会
委
員
）

▽
大
⻆
利
和
（
農
業
委
員
会
委
員
）

▽
綾
井
茂
吉
（
消
防
団
員
）

　

市
の
公
益
増
進
に
寄
与
さ
れ
、
功
績

顕
著
な
人
・
団
体

▽
清
水　

憲
（
表
彰
審
議
会
委
員
）

▽
小
林
芳
夫
（
自
治
会
長
）

▽
武
村
敏
治
（
自
治
会
長
）

▽
武
村
泰
博
（
自
治
会
長
）

▽
山
本
良
平
（
農
業
組
合
長
）

▽
今
村
修
一
（
農
業
組
合
長
）

▽
堀
池
良
雄
（
農
業
組
合
長
）

▽
仁
科
喜
三
郎
（
水
道
委
員
会
委
員
お

よ
び
上
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
）

▽
太
田
爲
之
（
水
道
委
員
会
委
員
お
よ

び
上
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
）

▽
南
出
儀
一
郎
（
保
護
司
）

▽
北
野
ミ
ユ
キ（
更
生
保
護
女
性
会
役
員
）

▽
大
橋
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
見
守
り
隊

（
児
童
の
登
校
時
の
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）

▽
亀
田
基
夫
（
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

見
守
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
び
わ
こ
マ
ジ
ッ
ク
（
地
域
や
福
祉
施

設
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
い
き
い
き
サ
ロ
ン
辻
ヶ
花
（
地
域
の

高
齢
者
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、運
営
）

▽
え
の
き
の
会
（
地
域
で
催
し
を
実
施

し
、
地
域
交
流
の
活
性
化
）

▽
山
本
己
代
子
（
岡
地
区
に
伝
わ
る
伝

統
を
守
る
活
動
）

　

特
に
市
政
振
興
に
功
績
顕
著
、
ま
た

は
公
益
の
た
め
、
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
人
・
団
体

▽
公
益
財
団
法
人 

河
本
文
教
福
祉
振

興
会
（
多
額
の
寄
付
）

▽
髙
野
正
實
（
多
額
の
寄
付
）

▽
井
上
季
美
子
（
多
額
の
寄
付
）

自
治
功
労

社
会
功
労

感
謝
状

問
元
気
創
造
政
策
課 

秘
書
係

  

☎
551-

０
１
０
２ 　

553-

１
２
８
０

FAX

▽
中
野
忠
司
（
栗
東
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
）

▽
新
木
真
一
（
嘱
託
医
）

▽
麻
柄
達
夫
（
嘱
託
医
）

▽
那
須
準
子
（
嘱
託
医
）

▽
西
田
匡
宏
（
少
年
補
導
委
員
）

▽
阿
部
美
千
代
（
少
年
補
導
委
員
）

▽
夏
見
き
み
子
（
人
権
擁
護
委
員
）

▽
澁
江
善
光
（
歴
史
民
俗
博
物
館
協
議

会
委
員
）

▽
月
野
み
つ
（
歴
史
民
俗
博
物
館
協
議

会
委
員
）

▽
沖
田
文
子（
介
護
認
定
審
査
会
委
員
）

▽
澁
江　

弘（
栗
東
市
文
化
協
会
理
事
・

副
会
長
）

▽
黒
田
清
美
（
登
録
統
計
調
査
員
）

▽
北
野
富
士
男
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
小
森
鐘
二
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
小
泉
人
惠
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
石
原
龍
彦（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
）

▽
黒
澤
眞
弓（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
）

▽
杉
原
惠
美
子
（
環
境
審
議
会
委
員
）

▽
竺　

文
彦
（
環
境
審
議
会
委
員
）

▽
西
川
繁
二
（
環
境
審
議
会
委
員
）

▽
髙
瀬
秀
男（
墓
地
公
園
管
理
委
員
会
委
員
）

表彰を受けた皆さん

一
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秋の叙勲・大臣表彰を受けられた皆さん

旭日重光章
國松 善次さん
（出庭）

旭日双光章
國松 正一さん
（安養寺）

瑞宝双光章
安原 悟郎さん

（綣）

旭日単光章
神谷 廣幸さん
（小野）

文部科学大臣表彰
川口 浩さん（綣）

厚生労働大臣表彰
栗東市老人クラブ連合会

　

平
成
10
年
か
ら
２
期
８
年

に
わ
た
り
、
滋
賀
県
知
事
と

し
て
卓
越
し
た
見
識
と
豊
か

な
経
験
で
的
確
な
県
政
の
舵

取
り
を
展
開
。
琵
琶
湖
の
水

質
保
全
や
生
活
環
境
の
整

備
、
福
祉
施
策
の
拡
充
な

ど
、
滋
賀
県
発
展
の
た
め
、

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「『
環
境
』
と
『
経
済
』
を

中
心
に
、
安
心
し
た
暮
ら
し

が
で
き
る
県
づ
く
り
に
尽

　

平
成
14
年
に
第
２
代
栗

東
市
長
に
就
任
し
、
２
期
８

年
に
わ
た
り
、
卓
越
し
た

見
識
で
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
。「
官
か
ら
民
へ
」

を
基
本
理
念
に
、
コ
ス
ト
意

識
を
持
っ
た
経
営
者
感
覚
の

行
政
運
営
で
、
幅
広
い
分
野

　

平
成
6
年
か
ら
現
在
ま

で
の
23
年
に
わ
た
り
、
保
護

司
と
し
て
罪
を
犯
し
た
人
び

と
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る

更
生
保
護
と
犯
罪
予
防
に
尽

力
。
平
成
28
年
か
ら
は
、
草

津
保
護
区
保
護
司
会
栗
東

支
部
の
会
長
を
さ
れ
て
い

■
「
第
29
回
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
」

瑞
宝
単
光
章

羽
賀
陣
五
郎
さ
ん（
警
察
）

　

医
療
用
機
械
器
具
の
設

計
・
開
発
や
製
造
販
売
を
行

う
㈱
オ
ー
ミ
ッ
ク
の
代
表
取

締
役
と
し
て
、
日
本
の
も
の

づ
く
り
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
功
績
か
ら
、
平

成
19
年
、
中
小
企
業
庁
長
官

特
別
賞
、
平
成
27
年
、
経
済

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
」
と
し
て
表
彰
。
昭
和

33
年
の
栗
東
市
水
泳
連
盟

設
立
以
来
、
60
年
に
わ
た

り
子
ど
も
た
ち
の
水
泳
指

導
に
携
わ
り
、
多
く
の
選

手
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
約
30
年
前
、
県
体
で
栗

東
の
水
泳
女
子
が
優
勝
し

た
こ
と
が
、
今
ま
で
で
初

め
て
の
こ
と
で
、
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
」。

　

昭
和
40
年
の
創
設
以
来
、

「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
を

理
念
に
、
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
活
動
な
ど
、 

地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

活
動
を
推
進
し
、
地
域
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

力
し
て
き
ま
し
た
。
環
境
こ

だ
わ
り
農
業
や
、
外
来
魚
駆

除
を
目
指
す
再
放
流
の
禁
止

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
現

在
も
『
老
い
の
義
務
教
育
』

の
実
現
に
向
け
、
全
国
初
の

『
栗
東
１
０
０
歳
大
学
』
を
開

く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
」。

で
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
市
長
と
し
て
で
き
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
深
い
反
省
を
踏

ま
え
な
が
ら
も
、
市
の
発
展

は
じ
め
景
観
、
市
民
協
働
、

財
政
健
全
化
な
ど
の
具
体
的

な
施
策
の
実
現
に
努
力
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
こ
の
経
験
を
糧
に
地

域
社
会
に
寄
与
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

ま
す
。

　
「
保
護
司
の
経
験
か
ら
、

罪
を
犯
し
た
人
が
更
生
す
る

に
は
、
家
庭
や
地
域
の
人
び

と
の
あ
た
た
か
さ
、
理
解
や

協
力
が
ど
ん
な
に
大
切
か
を

実
感
し
て
き
ま
し
た
。
罪
を

償
い
、
社
会
の
一
員
と
し

て
再
出
発
し
よ
う
と
す
る

人
の
更
生
に
、
少
し
で
も

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」。

産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

　
「
人
の
健
康
を
支
え
る
仕
事

で
あ
る
た
め
、
少
し
で
も
よ
い

も
の
を
作
り
た
い
と
の
思
い
で

ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。
海
外

メ
ー
カ
ー
が
８
割
を
占
め
て

い
た
業
界
で
、
日
本
で
製
造

し
た
も
の
を
安
心
し
て
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
患
者
さ

ん
や
ド
ク
タ
ー
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」。

「栗東100歳大学」は10月、健康
生きがい学会の学会賞を受賞

※写真左は吉仲会長

おめでとうございます！
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身
近
な
と
こ
ろ
の
空
家
問
題

　

全
国
で
空
家
は
約
８
２
０
万
戸
あ
り

ま
す
。
平
成
28
年
度
に
自
治
会
に
調
査

協
力
い
た
だ
い
た
、
市
内
の
空
家
の
数

は
２
７
５
戸
。
調
査
以
降
も
空
家
は
増

え
て
い
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
家
の
近
く
で
も
空
家
は
増
え
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

空
家
に
潜
む
問
題
は
、
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
に
影
響
し
ま
す
。

問
住
宅
課 

住
宅
係

  

☎
551-

０
３
４
７ 　

552-

７
０
０
０

FAX

問
広
報
課 

広
報
・
広
聴
係

  

☎
551-

０
６
４
１ 　

554-

１
１
２
３

FAX

　

11
月
３
日
の
市
政
功
労
者
表
彰
式
の

第
２
部
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、「
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」

と
し
て
、
龍
谷
大
学
社
会
学
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
准
教
授
の

笠
井
賢
紀
さ
ん
が
講
演
。
引
き
続
き
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

「
20
年
後
の
栗
東
市
を
語
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
市
内
在
住
の
大
学
生
２
人
、
自
治

連
合
会
長
・
商
工
会
長
、
市
議
会
議
長
、

市
長
が
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
広
報
１
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

路上喫煙防止のため、駅前に喫煙場所を設置

路
上
な
ど
公
共
の
場
所
で

の
喫
煙
は
、
受
動
喫
煙
、
ポ
イ

捨
て
な
ど
に
つ
な
が
る
迷
惑
行

為
で
す
。

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、

市
で
は
社
会
実
験
と
し
て
、
平

成
30
年
１
月
１
日
か
ら
駅
前
に

喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
灰
皿

を
設
置
し
ま
す
。

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
煙

草
を
吸
う
人
は
喫
煙
マ
ナ
ー
を

守
り
、
路
上
喫
煙
を
行
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

  

☎
551-

０
３
４
１　

 

554-

１
１
２
３

FAX アル･プラザ
栗東

大宝
小学校

交番栗
　東
　駅

至
「
守
山
駅
」

西
口

手　原　駅
至「草津駅」

交番

金融機関

東
口

アル･プラザ
栗東

大宝
小学校

交番栗
　東
　駅

至
「
守
山
駅
」

西
口

手　原　駅
至「草津駅」

交番

金融機関

東
口

２０年後の栗東市を語ろう

　

市
の
人
口
は
今
な
お
増
加
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
減
少
に
転
じ

る
と
予
想
さ
れ
、
空
家
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
増
加
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
身
近
な
と
こ

ろ
で
も
、
空
家
問
題
が
発
生
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
暮

ら
し
に
安
心
を
実
感
で
き
る
よ
う
「
空

家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

空
家
は
個
人
財
産
で
あ
り
、
所
有
者

に
関
わ
る
問
題
で
す
が
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す

空
家
に
潜
む
問
題

放火による
火災の発生

安全で安心な暮らしへの影響

不審者の侵入に
よる治安の悪化

老朽化による
倒壊 ごみの放置、

雑草や害虫の発生
など…

結果

＜空家に潜む問題（例示）＞

■灰皿設置場所…栗東駅２か所、手原駅１か所
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高
齢
者
の
権
利
を
守
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」

■
住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
場

面
に
出
会
っ
た
と
き
、「
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」「
声
を
か

け
て
よ
い
か
迷
っ
た
」
な
ど
の
経
験
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
身
体
障

が
い
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
不
足

や
誤
解
な
ど
か
ら
生
じ
る
「
こ
こ
ろ
の

障
壁
（
バ
リ
ア
）」
を
取
り
払
い
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
に
尊

重
し
、
思
い
や
り
、
支
え
あ
い
な
が
ら
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
ま

ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
交

流
を
通
じ
て
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
市
内
支
援
事
業
所
と
と
も
に

実
施
す
る
障
が
い
者
レ
ク
リ
エ
レ
ー
シ

ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
年
１
回
春
）、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
年
２
回
秋
・
冬
）や
、

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
行
動
訓
練
（
年

１
回
）、年
間
を
通
じ
た
手
話
講
座
（
受

講
生
募
集
は
４
月
）
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
守
山
・
栗
東
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
く
」で
は
、身
体
、

知
的
、
精
神
、
難
病
な
ど
障
が
い
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
の
悩
み
、
日
常
生
活

で
の
困
り
ご
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
活
動
展
示

　
「
障
害
者
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
市
役

所
１
階
の
玄
関
ロ
ビ
ー
で
市
内
障
が
い

者
支
援
事
業
所
や
障
が
い
者
団
体
の
活

動
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
な
ど
の
病
気
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

は
、
悪
徳
商
法
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
や
、
高
齢

者
虐
待
を
受
け
や
す
い
こ
と
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

■
成
年
後
見
制
度

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判

断
能
力
が
充
分
で
な
い
人
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
よ
う
、
家
庭
裁
判
所
に
申
立

て
、
後
見
人
な
ど
を
付
け
て
保
護
し
、

支
援
す
る
法
律
上
の
制
度
で
す
。

　

例
え
ば
、

・
日
常
的
な
買
い
物
や
金
銭
管
理
が
難

し
く
な
っ
て
き
た

・
各
種
支
払
い
手
続
き
が
滞
っ
て
い
る

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
手
続
き
が
進

ま
な
い

・
訪
問
販
売
や
悪
徳
商
法
な
ど
に
あ
っ

て
い
る

な
ど
で
お
困
り
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が

必
要
な
人
や
ご
家
族
の
支
援
を
特
定
非

営
利
活
動
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

「
も
だ
ま
」
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
「
も
だ
ま
」

・
場
所
…
草
津
市
野
村
８
丁
目
５
番
19
号　

　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
ピ
ア
１
０
５
号

・
時
間
…
９
時
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

・
料
金
…
無
料

■
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

 　
「
こ
れ
は
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
で
あ
る

と
い
う
証
拠
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お

そ
れ
が
あ
る
と
思
っ
た
時
点
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
の
情
報
が
相
手

に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期

に
発
見
し
支
援
が
で
き
る
と
虐
待
の
深

刻
化
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

☎
598-

０
２
４
６ 　

598-

０
８
８
８

FAX

問
栗
東
中
学
校
区
・
西
中
学
校
区
の
居

住
者
…
栗
東
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
１
階 

） 

☎
551-

０
２
８
５

　

葉
山
中
学
校
区
の
居
住
者
…

　

葉
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
淡
海
荘
内
）
☎
552-

５
２
８
０

問
障
が
い
福
祉
課

  

☎
551-

０
１
１
３ 　

553-

３
６
７
８

FAX

障がい者支援事業所や団体の活動を展示



10No.947　2017.12. １　　　広報りっとう

平
成
30
年
栗
東
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

ゴウダ㈱栗東工場と災害時の協定締結
　

10
月
31
日
、
本
市
は
ゴ
ウ
ダ

㈱
栗
東
工
場
（
出
庭
）
と
「
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
一
時
避
難

施
設
と
し
て
の
使
用
並
び
に
物

資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
り
、
災
害
時
、
一

時
的
に
避
難
す
る
施
設
で
あ

る
、「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」

と
し
て
、
駐
車
場
と
工
場
を
提

供
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
に
段
ボ
ー
ル
製
品
を
優
先

的
に
供
給
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
は
、
市
長

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
か
ら
つ
な

が
っ
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
で
、
さ
ら
な
る

防
災
力
強
化
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

図
書
館
の
開
館
30
周
年
を
祝
う
「
と

し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」が
開
か
れ
ま
し
た
。　

　

10
月
29
日
は
、
し
お
り
作
り
、
図
書

館
ツ
ア
ー
、
本
の
シ
ー
ト
か
け
講
座
が

行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
栗

東
市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
マ
ロ

ン
」
の
メ
ン
バ
ー
も
協
力
し
、
来
場
者

が
、
よ
り
図
書
館
に
親
し
む
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
…
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　

受
付
：
12
時
45
分
～
13
時
20
分

　

式
典
：
13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

記
念
行
事
：
14
時
20
分
～
15
時
10
分

◦
場
所
…
栗
東
芸
術
文
化
会
館

　

 

さ
き
ら 

大
ホ
ー
ル

◦
対
象
者
…
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
成
人
式
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
12
月
13
日

㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課 

　

総
合
防
災
・
危
機
管
理
係

  

☎
551-

０
１
０
９　

 

551-

０
１
４
９

FAX

あ
り
が
と
う
30
周
年

「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」

問
生
涯
学
習
課 

青
少
年
教
育
係

  

☎
551-

０
４
９
６    

552-

５
５
４
４

FAX

■以前栗東市に住んでいましたが、現在は別の市町村に住んでい
ます。栗東市には友達も多いので、栗東市の成人式に参加した
いのですが、参加できるでしょうか。

→参加できます。事前申込みや案内ハガキなども不要ですので、
当日会場へお越しください。

■現在栗東市に住んでいますが、小・中学校は別の市町村で過ご
したので、小・中学校の時の市町村の成人式に参加したいので
すが、どうすればいいのでしょうか。

→参加を希望している市町村に問い合わせてみてください。案内
状が必要な市町村もありますので、早めにお問合せください。

■成人式の案内ハガキが欲しいのですが、どうすればいいですか。
→市内在住の人には 12 月初旬に郵送します。市外在住の人は、

生涯学習課までお問合せください。後日発送します。（案内ハ
ガキがなくても参加可能です）

～成人式の質問にお答えします～

20 歳の新しい門出

杉山則夫滋賀事業部長（左）
と野村市長

図書館ツアー

しおり作り かわいいしおりが
できたよ！
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　「ごめんなさい」で終わらせず、考えさせよう

～栗東市子育てのための12か条＜子どもへの接し方４か条＞～

子育て情報
～歯の健康、身体の健康のために

砂糖のとりすぎに注意しよう～

問健康増進課 健康管理係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

砂糖のとりすぎは、肥満、糖尿病、むし歯の
原因となります。また、身体が血液を中性に保と
うとし、アルカリ性のカルシウムイオンを使いま
す。このため、カルシウム不足になり、イライラ
するとも言われています。
　甘いケーキやチョコレート、スナック菓子などの
間食は糖分と脂肪が多く、エネルギーが高いです。
また、スナック菓子には塩分も多く含まれています。
　WHO( 世界保健機関）は、砂糖などの糖類を
１日に摂取するカロリーの５％未満（平均的な成
人で 25g〔ティースプーン６杯分〕程度）に抑え
るべきであると言っています。おやつやジュース
の糖分を考えると子どもの砂糖の摂取量の方が成
人を上回る可能性もあり注意が必要です。
　例えばスポーツをした後や、汗をかく暑い夏に飲
むことが多いスポーツドリンク（カロリーオフタイ
プ）500ml 中には、3.5 ～ 15g（スティックシュガ
ー約 2 本～ 5 本分）の糖分が含まれています。ま
たケチャップ大さじ１杯の中には砂糖が４g（ステ
ィックシュガー約 1 本～ 2 本分）含まれているなど、
甘い食べ物に気をつけるだけでなく加工食品に隠さ
れた糖類にも気をつけないといけません。
　まずは毎日の食生活を見直して、心身の健康の
ために砂糖をとりすぎないように注意しましょう。

～水銀廃棄物の拠点回収を始めます～

　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保
険税）を納付書で納付している人には、納税
通知書と一緒に1年分の納付書を一括で送付
しています。納め忘れがないか今一度確かめ
てください。
　市税や県税は、福祉や道路整備など皆さん
への身近な行政サービスに使われる大切な財
源です。税負担の公平性や市民としての負担
の義務を果たしていただくため、納付や納税
相談もなく放置する人には、自宅の捜索や給
与・預金などを差押えすることがあります。
納め忘れている市税はすぐに納めてください。
　12月４日から８日までの17時15分から20時
まで、税務課にて夜間相談窓口を開設します。
 　県内全市町と県では、公平な税負担と税
収の確保のため、「滋賀地方税滞納整理機構」
を設置し、滞納整理を推進しています。

１２月は市税の「ストップ滞納！！強化月間」

　水銀の排出を削減し、汚染防止を目指す「水
銀に関する水俣条約」が８月 16 日に発効さ
れました。市でも家庭から出る水銀を含む製
品を一部拠点回収します。
◦拠点回収対象物
　水銀体温計、水銀血圧計、蛍光管（割れて　

いる蛍光管は、破砕ごみ袋〈緑色〉に入れ
て集積所に出してください）

※乾電池は、指定日に集積場に。
※ボタン電池は販売店の回収ボックスに。
※拠点回収、集団回収で水銀を含むごみを

出す場合は、無料です。
●  拠点回収場所・受付時間
①環境政策課…8 時 30 分～ 17 時 15 分
②環境センター…月・火・金曜日（祝日、年

末年始を除く）13 時～ 16 時 30 分
●  集団回収
　小型家電集団回収と同時開催。
　次回は平成 30 年２月 18 日㈰の予定です。

問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　 FAX 554-1123

問税務課 納税推進室　
　　　　 ☎ 551-0107　 FAX 551-2010
　南部県税事務所 納税課　☎ 567-5406

＜市販の飲み物に含まれる砂糖の量
（スティックシュガー 1本＝ 3g）＞

◦炭酸飲料 500ml（205kcal）　
　→スティックシュガー 17 本分
◦スポーツ飲料 500ml（125 kcal）　
　→スティックシュガー 10 本分

◦缶コーヒー（砂糖・ミルク入り）200ml（76 kcal）
　→スティックシュガー 5 本分

◦乳酸菌飲料 65ml（50 kcal）　
　→スティックシュガー 4 本分

＜歯科保健専門委員会＞
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